ワイオミング州 DV 被害者のための公的・私的支援
ここでは、米国政府から受給できる公的扶助の種類、受給資格、申請に関する案内等をご紹 介します。
米国の公的扶助制度と申請特別枠 
米国政府が提供する公的扶助制度には、貧困家庭向け臨時補助（Temporary Assistance forNeedy Families ‐TANF）、フードスタンプ、医療保険（Medicaid, Medicare）社会保険制度（SSI）、障害者保障制度、失業手当など様々なものがあります。一般にこれらの公的扶助は、米国市民向けの保障制度で、移民者には受給資格がありませんが、以下に該当する人には例外的に公的扶助の受給が許可されています。（「Qualified Immigrant または Qualified Alien ‐資格保有移民者」と呼ばれます。）ドメスティック・バイオレンスによって被害を受けた移民やその子供も、この資格保持者に該当します。
Qualified Immigrant（または Qualified Alien）‐資格保有移民者：
• 
永住権保持者
• 
難民、亡命者
• 
国外退去命令が取り除かれたもの
• 
キューバ、ハイチからの入国者
• 
人身売買被害者
• 
米国市民または永住権保持者から，暴力や虐待を受けた米国市民権または永住権を
有しない配偶者者若しくは子供で、VAWA に基づく移民局への永住権申請をして審査中もしくは承認を受けた者。
• 
米国市民または永住権保持者である親から，暴力や虐待を受けた子供の米国市民権
または永住権を有しない親，若しくは，暴力や虐待を受けた配偶者の米国市民権または永住権を有しない子供で、VAWA に基づく移民局への永住権申請をして審査中もしくは承認を受けた者。
＊VAWA（Violence  Against Women Act）とは、DV  被害者のための移民救済法で、暴 力や虐待を受けた移民被害者は、配偶者に頼らず永住権の自己申請ができます。
資格保有移民者に関する情報は、こちらをご参照ください。
http://aspe.hhs.gov/hsp/immigration/restrictions-sum.shtml
また、この他にも非移民犯罪被害者向けの特別滞在資格措置（U-Visa）も設けられています。
U-Visa（U ビザ）とは？
DV や性犯罪などの被害を受けている非移民者は、Uビザと呼ばれる長期滞在ビザを申請することが可能です。Uビザの滞在資格期間は、通常4年です。資格対象者は、下記の通りです。
（１）U ビザ申請者が特定の犯罪（DV、性犯罪、人身売買など）の犠牲者であり、
その結果として身体的あるいは精神的損害を受けたこと 。
（２）申請者が当該犯罪行為に関する情報を持っていること 。
（３）当該犯罪の調査、起訴を行うにあたり、申請者が今まで手助けになってきたこと。
 あるいは、今後手助けになること、または手助けになる可能性が高いこと 。
（４）当該犯罪行為が米国の法律に反していること。
 
あるいは、米国内において起きた行為であること。
このようなビザの発給を受けている非移民者も、暫定的に公的扶助を申し込むことが可能です。
U ビザに関する情報はこちらをご参照ください。
http://www.uscis.gov/humanitarian/victims-human-trafficking-other-crimes/victims-criminal-activity-u-nonimmigrant-status/victims-criminal-activity-u-nonimmigrant-status

http://icwclaw.org/victim-benefits/
子供が米国市民権を持っている場合
子供が米国市民権を持っている場合、親の移民ステータスに関わらず子供は公的扶助を受けることが可能です。
例えば、公的扶助を申請する子供の親が資格保有移民者（Qualified Immigrant）で、市民権 を有する子供が  2  人いる場合、公的扶助の支給額は「家族構成 3  人」として計算されます。 一方、親が資格保有移民者でない場合には、公的扶助の条件を満たしていないため、公的扶助は「家族構成 2 人」として支給額が計算されます。
暴力・虐待の被害者のための免責措置（Family Violence Option‐FVO）とは？ 
政府の支給する貧困家庭向け臨時補助（TANF ）の受給資格条件として、受給者は通常週 35時間相当の就労（もしくは職業訓練）活動や養育費の申請を行うことなどが義務づけられていますが、1996  年の福祉法の改正で制定された Family Violence Option（FVO）により、申請者が暴力や虐待の被害者である場合は、この受給条件から免除されるようになりました。DV の被害者は仕事場の住所を加害者に知られると、出勤することが危険につながる可能性や養育費を申請することで被害者の身元が加害者に知られる危険を防ぐためでもあります。この免責期間は、福祉局のスタッフから定期的に査定を受け、延長もしくは終了が決定されます。
現在、在デンバー総領事館の管轄である、ワイオミング、ニューメキシコ、ユタ、コロラド の全 4 州は、この FVO を採用しています。
誰でも恩恵に預かれる緊急医療保険（Emergency Medicaid）とは？ 
政府支給の医療保険メディケイドには、「緊急メディケイド」という特別な医療保険があります。通常の目ディケイドの支給が米国市民権や永住権の保持者または資格保有移民者に限られているのに対し、緊急メディケイドは、別の支給条件があります。メディケイドが長期的な医療保険であるのに対し、緊急メディケイドは、「一時的な医療問題」を支援するため に即座に発行される短期医療保険です。
もっとも一般的な例は、妊娠した女性のための通院および出産にかかる費用負担ですが、それ以外にも「身体的機能の損傷や健康を著しく害すると判断される急性症状の治療」のため に発行される場合もあります。
また、2010   年の医療保険制度改革法成立に伴い、政府から従来のメディケイド制度に加え、 低所得者に医療保険料の一部を負担するようになるなど、政府からの医療費の負担援助も比 較的容易に得られるようになりました。
詳しくは、各州のメディケイド担当事務所にご相談ください。 ここまでの内容は、連邦政府の管理する公的扶助情報サイトから抜粋しました。原文のサイトへのリンクは右をクリックしてください。 http://www.benefits.gov/benefits/browse-by-state
以下はワイオミング州における政府公的扶助の内容をご紹介いたします。
1.  貧困・低所得者層への一時支援（Wyoming TANF） 
低所得者の家族およびその子供に対して、現金支給および職業訓練や就業斡旋などのサービスを通して貧困家庭の経済自立を支援するプログラムです。受給額は家族の構成員数や収入などにより決定されます。
詳しくは、ワイオミング州政府のウェブサイトをご参照ください。 https://sites.google.com/a/wyo.gov/dfsweb/economic-assistance/tanf 

お問い合わせ：307-777-5841
2.   子供の医療保険（Kid Care CHIP）
Kid Care Wyoming Children’s Health Insurance Program（CHIP）とは、18歳までの子供を対象とした支援医療保険プログラムで、一般医療の他、視力検査や歯科治療もカバーされます。
お申し込み： 
http://health.wyo.gov/healthcarefin/chip/index.html
お問い合わせ：1-855-294-2127
3.  食糧支援プログラム（Wyoming Supplemental Nutrition Assistance Program）
Wyoming Supplemental Nutrition Assistance Program (SNAP) は、低所得者に対して栄養価の高い食糧を提供しています。受給資格者は、SNAP Wyoming カードを利用して協力参加しているスーパーや商店などで購入ができます。
ウェブサイト： http://www.benefits.gov/benefits/benefit-details/1380
受給資格をオンラインからチェックできます： http://www.snap-step1.usda.gov/fns/
4. 子供の就学支援：ヘッドスタート（Wyoming Head Start）
３～５歳児を対象とするヘッドスタートと、妊婦や乳幼児を対象としたアーリー・ヘッドスタートがあり、低所得層の家庭への教育、健康、栄養、福祉サービスを総合的に提供しています。また、親の積極的な参加もプログラムに組み込まれ、親への福祉サービスも充実して います。
ウェブサイト： http://www.wyomingchild.org/
お申し込みは、同ウェブサイトからお住いの郡のタブをクリックし、手続を行ってください。
5. 光熱費支援プログラム：Wyoming Low Income Energy Assistance Program (LIEAP)
受給資格のある低所得家庭に対し、冬季（11 月～5 月）の光熱費の一部負担を行うほか、生死にかかわる緊急事態には政府からの前払い援助要求なども可能です。
ウェブサイト： http://www.benefits.gov/benefits/benefit-details/1565
6．医療保険（メディケイド）
低所得者家庭や障害者などに対して医療ケアの提供や保険料を負担してくれます。支払いは、 医療行為を行う医者や病院へメディケイドから直接支払われます。処方薬もメディケイド保険に適用されます。
ウェブサイト： http://www.health.wyo.gov/healthcarefin/medicaid/home.html
7．学校給食プログラム（Wyoming School Breakfast and Lunch Program）
このプログラムは、公立、私立または託児所に通う高校生以下の子供たちへ栄養価の高い食事を朝と昼に無料もしくは低価格で提供しています。プログラムの受給対象者は、低所得家庭のほか、知的・身体的障害児や孤児院や少年院なども含まれます。
ウェブサイト： http://www.benefits.gov/benefits/benefit-details/1997
申請手続は、各学校の給食担当職員に直接申し込むか、学校機関（または学校区）のウェブ サイトから行うことができます。
8．母と子のための栄養補充プログラム（Wyoming Special Supplemental Nutrition Program for Women, Infants, and Children‐WIC）
このプログラムは、妊婦や母乳で子育てをする母親、また専門家に健康のリスクを指摘された乳幼児に対して、教育支援、栄養補充、また医療プログラムへの紹介などのサービスを提供しています。栄養を補充するために必要な食品（粉ミルク、乳製品等）の購入のための小 切手も定期的に支給されます。子供は 5 歳未満の未就学児までが対象です。
ウェブサイト：http://www.health.wyo.gov/familyhealth/wic/index.html
お問い合わせ：307-777-7656
9．夏期食糧支援サービス（Wyoming Summer Food Service‐SFSP） 

夏休み中、受給資格のある高校生以下の子供たちに食事を配給します。学校が休みの間も、子供たちが学習したり、遊んだり、成長するために必要な栄養を得られるように、一部の学校やコミュニティーセンターを開放し、朝食や昼食などを提供しています。

ウェブサイト： http://edu.wyoming.gov/Programs/nutrition.aspx
お問い合わせ：307-777-6263
10．失業保険（Wyoming Unemployment Insurance Services） 

ワイオミング州の失業保険受給資格者に対し、一時的な経済支援を行っています。 
ウェブサイト： https://doe.state.wy.us/InetClaims/
お問い合わせ：307-473-3789
DV 被害者のための支援機関（公的・私的機関両方含む）
１．法律相談、裁判支援サービス等
An Abuse, Rape, and Domestic Violence Aid and Resource Collection (A.A.R.D.V.A.R.C.)
ワイオミング州政府の提供する DV や性暴力被害者のための包括的支援サイト。各郡
（County）の支援団体の電話番号が一覧できます。
http://www.aardvarc.org/dv/states/wydv.shtml
Wyoming Center for Legal Aid
一般利用者向けに法的手続き方法の基本的も説明もわかりやすく紹介しています。また、 DV 問題、離婚等の法律クリニックや無料アドバイスを行うほか、弁護士(家庭法のみ)の紹介も行っています。
http://www.legalhelpwy.org/index.php/find-a-lawyer/
1-877-432-9955 (Mon-Fri 9 am – 4 pm)
Wyoming State Bar
ワイオミング州に登録している弁護士の紹介を行っています。サイトから法の専門別に選択することができます。
http://www.wyomingbar.org/directory/need_lawyer.html
２．シェルター、メンタルケアサービス等支援団体
DV  被害者やホームレス向けのシェルターは国籍を問わず、無料で利用することができます。 施設は教会や NPO、ボランティア団体などにより運営され、宿泊、食事、衣料品の提供に加え職業訓練や専門家によるカウンセリングサービスも提供するところもあります。医療に関しては、医師、PA（フィジシャン・アシスタント）や  NP（ナース・プラクティショナー）がボランティアで行ったり、公的機関が提供したりしています。

Safe House Services
DV やストーキングなどの被害者や虐待を受けた子供向けに一時的に滞在できるシェルターや食料品などの提供を行っています。
http://www.wyomingsafehouse.org/
Crisis Hotline （24 時間対応）307-637-7233 または 1-800-591-9159（WY  州内無料）
Wyoming Coalition against Domestic Violence and Sexual Assault
州の行政局との協力により DV 被害者に法的手続や相談に応じたり、カウンセリングの紹介を行っています。ワイオミングに住む外国人も受け入れています。
Web:  http://www.wyomingdvsa.org/
PO Box 236, 710 Garfield St., Ste 218
Laramie, WY 82073
Tel: 307-755-5481
Interfaith Family Support Services
シャイアン市に所在する、宗教奉仕慈善団体。緊急シェルターや生活が困難な人々のために食糧などの無料配給やケアマネージメントを行っています。
2950 Spruce Dr., Cheyenne, WY 82001
307-772-8770
YWCA Wings.org
YWCA では DV 被害者のためのシェルターの提供や、DV 防止のための情報も提供しています。 下記のリンクから、ワイオミング州で利用可能なシェルターを見つけることができます。
Web:  http://www.ywcawings.org/wyoming-domestic-violence-shelters.html


